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It is possible to provide efficient services by consolidating houses, stores, public facilities, etc. around the station and 

improving access to public transportation, but due to differences in the status of the station plaza and the structure of the 

block. In this study, we focused on the two factors of difference in the status of the station plaza and difference in the structure 

of the block, analyzed the influence on the degree of concentration of urban function induction facilities. 

1． はじめに 

1.1.研究の背景・目的 

 駅周辺に住宅や店舗,公共施設などを集約させ,公共

交通のアクセス向上を図ることで効率的なサービスを

提供することが可能であり,都市機能誘導施設を集積さ

せることは持続可能で効率的な都市を目指すにあたり

重要な要素となる. 

しかし,駅前広場の整備状況や駅周辺街区を形成する

道路状況の違いにより交通利便性や街区内建築物の状

況が異なり，これらが都市機能の立地に影響を及ぼして

いることが考えられる． 

 そこで本研究においては,駅周辺街区を形成する道路

状況や街区内の建築物特性と都市機能誘導施設との関

係を分析し,今後の駅周辺における都市機能集積の促進

に向けた知見を得ることを目的とする. 

 

2． 研究概要 

2.1．研究対象 

(1)研究対象地域 

 本研究では，川崎市内で駅前広場が都市計画決定され

ている 10駅 16出入口のうち,現在工事中で正確なデー

タが取れない登戸駅を研究対象から除外した 9駅 14出

入口の駅周辺地域を対象とする. 

 

(2)対象範囲 

 本研究では，各駅出入口から作成した半径 200mのバ

ッファ（鉄道の反対側の区域を除く）と交差する街区を

対象とする.Figure1 おいて，駅の南東，北西側それぞ

れの半径 200mのバッファ（赤色の区域）と交差する街

区（青色の区域）が対象範囲である. 

 

 

Figure1. Area around the target station in this study 

2.2．研究方法 

 本研究では, 地理院地図[3],都市計画基礎調査[4],経

済センサス[5],「6]のデータを用いて対象とする街区の基

盤情報や街区内の建物情報の抽出を行い，それらデータ

を用いて主成分・クラスター分析を行うことで各街区の

特徴分析，街区の分類を行う．そして各街区間で街区構

造の違いよる集積度の比較を行う. 

 

3． 研究結果 

3.1．主成分・クラスター分析 

 本研究では,各街区で主成分・クラスター分析（ウォ

ード法）を行った.使用した指標は,街区内の建築物の状

況に関するものとして，1階床面積,延床面積,総建物階

数に関する指標，街区の外周道路に関する指標として

12m以上道路延長比，都市機能の集積度を示す指標とし

て従業者数,事業所数を用いる. 
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Table1. Principal component analysis results 

 

Table2. Cumulative contribution rate by principal 

component analysis 

 

（1）主成分分析結果 

  Table1は固有ベクトル値を示し,Table2は累積寄与

率を示している.第四主成分までで累積寄与率が 76．

203％を示したため第四主成分までを考慮した. 

（2）クラスター分析結果 

クラスター分析により 5つのクラスター（以下,CLと

略）に分類した.各クラスターの概要は以下のとおりで

ある． 

・CL1（大型高密度広幅員道路型） 

川崎（西口）に位置する広幅員道路に囲まれた大型シ

ョッピングモールの街区などが該当する． 

・CL2（小規模中密度中幅員道路型） 

街区の規模は小さいが小型商業施設等が立地してい

るタイプ．新百合ヶ丘駅や武蔵小杉駅周辺地域に多く分

布している． 

・CL3（中規模小密度狭幅員道路型） 

狭幅員道路に囲まれている街区で住宅等の小規模な

建物が多く集まっているタイプ．川崎大師駅や向ヶ丘遊

園駅周辺地域に多く分布している． 

・CL4（大規模超高密度広幅員道路型） 

広幅員道路に囲まれ高層ビルが立地する街区．武蔵小

杉（南口）が該当する． 

・CL5（大規模緑地型） 

柿生駅（南口）に位置する緑地が街区の大部分を占め

る街区が該当する． 

3.2街区間での比較 

以下の図が街区基盤と集積度の関係性を示したもので

ある. 

 一例として街区における昼間人口と 12m 以上道路延

長比の関係を Figur2に示す． 

 
Figure2. Rlationship between block infrastructure and degree 

of concentration 

狭幅員道路に囲まれ小規模な建物が多く集まってい

る CL3と街区自体は大きいが狭幅員道路に囲まれた CL5 

は集積度が低くなる傾向があることが分かった.CL1・

CL2・CL4 は広幅員道路に囲まれる街区と狭幅員道路に

囲まれている街区が混在しており,街区の周辺道路と集

積度の関係性は見られなかった. 

 

4 まとめ 

本研究では, 駅周辺街区を形成する道路状況や街区

内の建築物特性と都市機能誘導施設との関係の分析を

行った.街区間での比較では CL3のように狭幅員道路に

囲まれ小規模な建物が多く集まっている街区では集積

度が低くなる傾向があることが分かり，CL1・4 に分類

された街区では集積度が高くなるとは言えないが CL3

と比べて集積度が低くなることはほとんどなかった.こ

れより狭幅員道路で囲まれた街区構造であることが都

市機能誘導施設の集積度が低くなる原因の 1 つである

ことが明らかになった． 
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指標 第一主成分 第二主成分 第三主成分 第四主成分

総1階床面積/街区面積 -0.196 -0.458 0.113 0.759

総延床面積/街区面積 -0.825 -0.154 0.416 0.033

街区面積 -0.006 0.545 -0.244 -0.156

建物数 0.489 -0.585 0.204 0.206

１２m以上道路延長比 -0.613 0.286 -0.193 0.058

建物階数(平均) -0.700 -0.113 0.238 -0.216

建物階数（分散） -0.592 0.074 0.666 -0.264

総1階床面積/建物数 -0.597 0.442 -0.308 0.491

総延床面積/建物数 -0.850 0.264 0.024 0.206

従業員数 -0.627 -0.563 -0.456 -0.214

事業所数 -0.571 -0.610 -0.450 -0.239

寄与率 第一主成分 第二主成分 第三主成分 第四主成分

36.122 17.532 12.091 10.457
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